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論 文 審 査 結 果 要 旨
本研究は肥効調節型肥料 と不耕起栽培による良質米"ひ とめぼれ"の 環境に考慮 した低 コス ト・省






肥料の利用率は,耕起栽培の硫安 より著 しく高い利用率を示す ことより,本農法は窒素肥料による環
境汚染を軽減することが可能であることを明らかにした。 さらに,不耕起栽培の水稲は地力の発現が
少なく初期生育が遅れるが,肥料の溶出特性を反映 し,秋優 り型の生育をするため収量的には耕起栽
培 と同じか,む しろ増収することを明らかにした。 しか しながら,この初期生育の遅いことが農家へ
の普及を妨げていると考え,溶 出期間の短い肥料を移植直前に上乗せすることで初期生育を改善する
方法を開発した。一方,従 来,土 壌型との関係では透水性の悪い湿田への適用のみが推奨されていた
が,黒 ボク土水田や 自然堤防地帯の砂質水田の透水性を詳細に検討 し,本農法は湿田のみならず,乾
田を含 めたいずれの土壌型にも適用できる方法であることを明らかにした。さらに,不耕起水田の貫
入抵抗性を耕起水田と比較 し,不耕起水田は栽培期間中を通 じて地耐力に優ることを明らかに し,田
植えや収穫などの機械作業が適期に可能な農法であることを明らかにした。
第2に は寒冷地における良質米"ひ とめぼれ"の 栽培法を検討 し,次の点を明らかにした。ひとめ
ぼれの温度感応性を活用し,葉齢の進んだポット苗の早植えで出穂時期を改善できること,このこと
によって出穂後40日間の積算気温を高め寒冷地における良質米の生産が可能であることを明らかにし






山間地における良質米の低 コス ト省力栽培技術を開発 した。これらの結果はわが国の農業生産 と環境
保全に大きな貢献をするものと考えられ る。 よって,審 査員一同は本論文提出者を博士(農学)の 学
位を授与するに値するものと判定した。
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